
高松空港株式会社
https://www.takamatsu-airport.com/



取り組み内容
フリーアドレスオフィスの採用

◆フリーアドレスオフィス
（自由席方式事務所）の採用
付属棟：高松空港(株)事務所
[ 特徴 ]
➀全員分のデスクの準備が不要
➁クラウドストレージサービスの活用に
より、ペーパーレス化を促進
➂備品も共用とし、必要数のみ用意

◆ペーパーレス会議の推進
会議や打合せでは、プロジェクターやモバイ
ルＰＣ利用を基本とし、紙資源の節約を図っ
ています。



取り組み内容
ゴミの分別・排出方法の呼びかけ

具体的な分別・排出方法を分かりやすく
明示したリーフレットを作成のうえ、テナ
ント事業者に配布し協力を求めています。



取り組み内容
ゴミ廃棄場所に分別案内表示

コンテナ別に分かりやすいイラストを掲示し、従業員や
テナント事業者が適切に分別処分できる環境を整備しました。

また、段ボールなどの資源ゴミを積極的に活用するよう
新たに専用コンテナを設置しました。（従来は別途物置に仮置き）



取り組み内容

多言語対応による旅客へのごみ分別の呼びかけ

日本語・英語・韓国語・中国語（繁体字・簡体字）で、
ゴミの分別（可燃・不燃）を呼びかけています。



取り組み内容
ゴミ搬出量の推移

2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により旅客数が激減しており、
ゴミの排出量も激減していますが、適切な分別による

リサイクル率の向上に取り組んでいます。
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取り組み内容
ゴミのリサイクル率を数値化

ゴミのリサイクル率の推移を数値化し再資源化への意識を高めています。

従業員やテナント事業者、旅客へのゴミ分別の協力呼びかけの結果、
リサイクル率が年々着実に増加してきています。
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注）リサイクル率＝ 資源ごみ（古紙・段ボール等） + 産業廃棄物（缶・ビン・ペットボトル・廃プラ等）
＊廃プラ等については、廃棄物処理工場においてＲＰＦ固形燃料化しています。



取り組み内容

節水対策
各トイレの洗面カウンターの給水栓を
センサー方式にすることにより節水対策を
おこなっています。
また、節水協力依頼の掲示もおこなっています。



取り組み内容

照明のLED化

ターミナルビル内の大部分の照明を
LED化するとともに、付属棟及び
立体駐車場では当初からLED照明を
採用しています。



取り組み内容
省エネ型自動販売機の設置

LED照明・ヒートポンプシステムを搭載した
省エネ型自動販売機を設置しています。



取り組み内容

駐車場事前精算機の設置

事前精算機の設置により、駐車場
利用者の車両出庫をスムーズにし、
車の排気ガス量削減に貢献しています。



取り組み内容
リムジンバス等利用の促進

https://www.takamatsu-airport.com/access/bus/index.php

高松空港ホームページでリムジ
ンバスや路線バスに関する詳細
な情報を提供し、空港利用者が
バス利用をしやすい環境を整備
しています。



取り組み内容
高松エアポートクリーン作戦への参加

空港関係者として不法投棄撲滅に向けた清掃活動に毎年参加し、
空港周辺における環境美化の向上に協力しています。

参加した 高松空港関係者（H20）



高 松 空 港 株 式 会社
製作協力（株）エムケーインデクト


